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 平成24年６月28日に提出した第106期（自  平成23年４月１日  至  平成24年３月31日）有価証券報告書の記載事

項の一部に訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、有価証券報告書の訂正報告書を提出するもので

あります 

  

第一部 企業情報 

第４ 提出会社の状況 

６ コーポレート・ガバナンスの状況等 

  
第一部 企業情報 

第５ 経理の状況 

１ 連結財務諸表等 

（１）連結財務諸表  

注記事項  

（セグメント情報等）  

セグメント情報  

  

 訂正箇所は＿＿＿線で示しております。 

  

第一部 企業情報 

第４ 提出会社の状況 

６ コーポレート・ガバナンスの状況等 

  

（訂正前） 

（１）コーポレート・ガバナンスの状況 

④役員報酬等 

ロ．役員の報酬等の額又はその算定方法の決定に関する方針の内容及び決定方法 

 ＜略＞ 

取締役の報酬は、月額固定報酬並びに短期インセンティブ報酬としての賞与及び長期インセンティブ報酬として

のストックオプション（株式報酬型）から構成され、兼務する執行役員の役位に応じて定めております。賞与支給

額は、役位毎に年間標準予定報酬額の20％～35％程度としております。賞与支給額のうち、役位毎に業績連動部分

を50％～100％に設定し、この業績連動部分はＥＶＡ（経済付加価値）と売上高・経常利益のそれぞれの目標達成

状況に応じて０％～200％で変動することにしております。ストックオプションによる報酬額も、役位毎に年間標

準予定報酬額の10％～20％程度としております。 
  

（訂正後） 

（１）コーポレート・ガバナンスの状況 

④役員報酬等 

ロ．役員の報酬等の額又はその算定方法の決定に関する方針の内容及び決定方法 

 ＜略＞ 

取締役の報酬は、月額固定報酬並びに短期インセンティブ報酬としての賞与及び長期インセンティブ報酬として

のストックオプション（株式報酬型）から構成され、兼務する執行役員の役位に応じて定めております。賞与支給

額は、役位毎に年間標準予定報酬額の20％～35％程度としております。賞与支給額のうち、役位毎に業績連動部分

を50％～100％に設定し、この業績連動部分はＥＶＡ（経済付加価値）と売上高・営業利益のそれぞれの目標達成

状況に応じて０％～200％で変動することにしております。ストックオプションによる報酬額も、役位毎に年間標

準予定報酬額の10％～20％程度としております。 

１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

２【訂正事項】

３【訂正箇所】



第一部 企業情報 

第５ 経理の状況 

１ 連結財務諸表等 

（１）連結財務諸表  

注記事項  

（セグメント情報等）  

セグメント情報  

  

（訂正前） 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

＜略＞ 

 当連結会計年度（自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

（単位：百万円）

（注）１．調整額は以下のとおりです。 

    (1) セグメント利益の調整額３百万円には、セグメント間取引に係るたな卸資産の調整額等が含まれております。

    (2) セグメント資産の調整額72,119百万円には、当社の金融資産78,741百万円及び報告セグメント間の債権の相殺

     消去等△6,622百万円が含まれております。 

   ２．減価償却費には、のれんの償却額を含んでおりません。  

   ３．有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用の増加額が含まれております。 

  

  
  

報告セグメント

調整額 
（注１） 

連結
財務諸表 
計上額  

  

コンシューマープロダクツ事業

  
ケミカル 

事業  

合計 
ビューティ
ケア事業  

ヒューマン
ヘルスケア

事業  

ファブリッ
ク＆ホーム
ケア事業 

小計

売上高                 

(1）外部顧客への売上高  537,937  181,758  285,644  1,005,340  210,754  1,216,095  －  1,216,095

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 －  －  －  －  36,880  36,880  △36,880  －

計  537,937  181,758  285,644  1,005,340  247,635  1,252,975  △36,880  1,216,095

セグメント利益 

（営業利益） 
 15,411  14,630  55,543  85,585  23,001  108,587  3  108,590

セグメント資産   496,176  99,535  128,857  724,569  194,582  919,152  72,119  991,272

その他の項目                 

 減価償却費（注２）  37,765  7,926  9,794  55,485  11,648  67,134  －  67,134

 持分法適用会社への 

 投資額 
 1,780  1,082  1,238  4,101 1,661 5,763  － 5,763

 有形固定資産及び無形 

 固定資産の増加額（注３） 
 13,105  11,520  12,218  36,844  10,333  47,178  －  47,178



（訂正後） 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

 ＜略＞ 

 当連結会計年度（自 平成23年４月１日 至 平成24年３月31日） 

（単位：百万円）

（注）１．調整額は以下のとおりです。 

    (1) セグメント利益の調整額３百万円には、セグメント間取引に係るたな卸資産の調整額等が含まれております。

    (2) セグメント資産の調整額72,119百万円には、当社の金融資産78,741百万円及び報告セグメント間の債権の相殺

     消去等△6,622百万円が含まれております。 

   ２．減価償却費には、のれんの償却額を含んでおりません。  

   ３．有形固定資産及び無形固定資産の増加額には、長期前払費用の増加額が含まれております。 

  

  
  

報告セグメント

調整額 
（注１） 

連結
財務諸表 
計上額  

  

コンシューマープロダクツ事業

  
ケミカル 

事業  

合計 
ビューティ
ケア事業  

ヒューマン
ヘルスケア

事業  

ファブリッ
ク＆ホーム
ケア事業 

小計

売上高                 

(1）外部顧客への売上高  537,937  181,758  285,644  1,005,340  210,754  1,216,095  －  1,216,095

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 －  －  －  －  36,880  36,880  △36,880  －

計  537,937  181,758  285,644  1,005,340  247,635  1,252,975  △36,880  1,216,095

セグメント利益 

（営業利益） 
 15,411  14,630  55,543  85,585  23,001  108,587  3  108,590

セグメント資産   496,176  99,535  128,857  724,569  194,582  919,152  72,119  991,272

その他の項目                 

 減価償却費（注２）  37,765  7,926  9,794  55,485  11,648  67,134  －  67,134

 持分法適用会社への 

 投資額 
 1,780  1,082  1,238  4,101 2,180 6,282  － 6,282

 有形固定資産及び無形 

 固定資産の増加額（注３） 
 13,105  11,520  12,218  36,844  10,333  47,178  －  47,178




